
 

二 

本
佐
倉
城
下
の
館
跡 

  

本
佐
倉
城
と
城
下
町 

 

本
佐
倉
城
が
千
葉
氏
の
根
拠
地
と
し
て
、
下
総
鎮
方
の
中
心
的
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
伴
っ
て
、
千
葉
氏
は
、 

支
配
関
係
の
統
制
強
化
や
軍
事
的
目
的
か
ら
、
家
臣
を
一
人
で
も
多
く
、
城
郭
の
内
外
に
集
め
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
同
時
に
支
配
地
と
結
ぶ
交
通
路
の
整
備
等
を
し
て
、
人
や
物
資
が
集
ま
り
易
く
し
て
城
下
町
を
京
成
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る

が
、
こ
れ
を
記
録
す
る
文
献
資
料
は
少
な
い
。
し
か
し
、
本
佐
倉
城
を
と
り
巻
く
酒
々
井
や
本
佐
倉
の
台
地
上
に
は
、
有
力
家
臣
の
居
館

跡
が
存
在
し
、
そ
れ
ら
か
真
の
菩
提
寺
と
思
わ
れ
る
寺
跡
、
千
葉
氏
の
守
護
神
で
あ
る
妙
見
社
跡
も
あ
っ
て
、
千
葉
氏
一
族
の
居
館
と
思

わ
れ
る
跡
も
散
在
し
て
い
る
。
ま
た
、
城
下
集
落
の
地
名
で
あ
る
と
す
る
根
古
屋
が
、
本
佐
倉
や
佐
倉
市
将
門
町
に
残
る
と
こ
ろ
か
ら
、

城
下
町
が
可
成
り
開
け
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
城
下
町
の
範
囲
を
示
す
か
の
よ
う
に
、
家
臣
団
の
居
館
跡
等
が
残
さ
れ
て
い
る
。 

 

酒
々
井
地
区
の
館
跡 

 

酒
々
井
地
区
に
は
、
所
城
を
は
じ
め
と
し
て
家
臣
の
館
や
侍
屋
敷
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
が
、
『
印
旛
郡
誌
』 

に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
酒
々
井
小
学
校
か
ら
北
方
に
突
き
出
る
台
地
先
端
に
厳
島
山
が
あ
る
。『
郡
誌
』
に
は

「
千
葉
家
の
臣
小
別
当
某
酒
々
井
字
厳
島
山
に
塁
を
築
き
―
。
」
と
あ
る
。
最
上
面
が
平
坦
に
な
っ
て
、
東
と
西
側
に
腰
郭
を
二
段
に
備
え

た
程
度
で
、
畑
耕
作
さ
れ
た
為
か
こ
の
外
に
は
人
工
的
な
防
禦
遺
構
は
見
ら
れ
な
い
。
印
旛
沼
の
眺
望
の
良
い
と
こ
ろ
で
、
物
見
の
役
割

も
果
た
し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。 

 

小
学
校
西
側
の
酒
々
井
字
内
方
に
、
肥
前
屋
敷
、
右
京
屋
敷
と
呼
称
さ
れ
て
い
る
屋
敷
跡
が
、
台
地
端
に
続
く
が
、
農
地
化
さ
れ
て
、

遺
構
は
右
京
屋
敷
の
土
塁
の
痕
跡
と
腰
郭
程
度
で
他
は
消
滅
し
て
い
る
。
近
く
に
妙
見
社
の
祠
が
あ
っ
た
と
い
う
。
右
京
屋
敷
東
側
に
東

城
寺
跡
、
円
福
寺
が
あ
る
。 

 

字
東
台
に
は
、
侍
屋
敷
が
置
か
れ
て
い
た
。
こ
こ
か
ら
北
に
半
島
状
に
伸
び
て
い
た
台
地
先
端
の
字
所
城
に
、
複
郭
を
構
え
た
城
郭
が

あ
っ
た
が
、
東
台
や
所
城
の
台
地
は
、
道
路
や
住
宅
開
発
に
よ
り
消
滅
し
て
い
る
。
字
馬
場
の
地
は
、
現
在
は
町
並
み
か
ら
一
メ
ー
ト
ル

余
り
高
く
な
っ
て
、
畑
耕
作
さ
れ
平
坦
と
な
っ
て
い
る
が
、
西
南
寄
り
崖
端
に
土
塁
、
空
堀
の
痕
跡
が
認
め
ら
れ
、
妙
見
の
祠
も
あ
っ
た 



                    



と
伝
え
て
い
る
。
馬
場
の
西
南
方
字
上
宿
の
崖
中
段
に
腰
郭
状
の
行
こ
う
が
残
さ
れ
て
い
る
。
馬
場
か
ら
上
宿
に
か
け
て
、
崖
沿
い
に
館

が
設
け
ら
て
い
た
様
子
が
窺
え
る
。 

 

本
佐
倉
地
区
の
館
跡 

 

本
佐
倉
地
区
に
は
、
弥
兵
衛
屋
敷
、
猿
楽
場
館
等
の
遺
構
が
残
る
。
字
山
王
に
良
好
な
状
態
で
遺
構
が
現
存 

し
、
弥
兵
衛
屋
敷
と
呼
ぶ
館
が
あ
る
。
周
囲
に
土
塁
と
空
堀
を
廻
ら
し
複
郭
の
構
え
を
も
ち
、
南
側
に
小
さ

な
腰
郭
を
設
け
て
、
横
矢
が
か
り
も
備
え
た
小
城
郭
の
機
能
も
も
っ
て
い
る
。
郭
内
に
山
王
様
の
祠
が
あ
る
。
字
猿
楽
場
の
妙
胤
寺
境
内

に
も
館
遺
構
が
見
ら
れ
る
。
近
く
に
妙
見
社
の
祠
も
あ
る
。
妙
胤
寺
は
初
め
弥
勒
院
と
称
し
、
佐
倉
市
大
蛇
町
に
建
立
さ
れ
て
い
た
が
、

妙
胤
寺
と
改
称
さ
れ
て
後
、
猿
楽
場
に
移
さ
れ
た
と
伝
え
て
い
る
。
館
遺
構
は
良
好
に
残
り
、
本
堂
の
裏
に
東
西
七
〇
メ
ー
ト
ル
、
南
北

六
〇
メ
ー
ト
ル
、
周
囲
に
土
塁
と
空
堀
を
廻
ら
し
て
、
東
南
に
虎
口
を
設
け
て
い
る
。
本
堂
の
西
側
に
土
塁
の
痕
跡
が
見
ら
れ
、
複
郭
で

あ
っ
た
こ
と
が
想
定
で
き
る
。
横
矢
の
構
え
も
あ
っ
て
防
備
に
留
意
さ
れ
た
構
造
で
あ
る
。 

 

字
北
大
堀
に
は
御
殿
山
と
呼
ば
れ
る
地
が
あ
り
、
此
処
に
も
土
塁
や
空
堀
、
腰
郭
が
見
ら
れ
る
が
、
主
要
部
は
畑
耕
作
に
よ
り
消
滅
し

て
い
る
。
し
か
し
、
土
地
の
人
の
話
で
は
、
南
方
に
広
が
る
台
地
を
空
堀
に
よ
っ
て
区
切
っ
て
い
た
と
伝
え
て
い
る
の
で
、
城
下
町
外
周

の
防
禦
線
に
し
た
、
空
堀
や
土
塁
が
施
設
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
字
南
大
堀
に
は
、
近
世
初
頭
に
徳
川
家
康
の
五
男
、
武

田
信
吉
が
館
を
構
え
て
、
大
堀
館
と
称
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
大
堀
館
に
つ
い
て
『
佐
倉
風
土
記
』
に
「
万
君
屋
敷
、
亦
曰
根
小
屋
、
在

本
佐
倉
南
大
堀
、：
：
是
源
信
吉
建
館
之
処
、
俗
言
館
舎
地
、
為
屋
敷
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
想
定
す
る
と
、
本
佐
倉
城
時
代

に
館
が
造
ら
れ
て
い
て
、
そ
の
遺
構
に
新
し
く
建
物
を
施
設
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
昭
和
六
十
一
年
、
国
道
二
九
六
号
線
バ
イ
パ
ス

親
切
に
伴
う
文
化
財
発
掘
調
査
が
、
清
光
寺
裏
の
畑
地
に
実
施
さ
れ
た
際
、
館
遺
構
と
見
ら
れ
る
空
堀
の
一
部
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
大

堀
や
方
の
位
置
は
不
明
で
あ
っ
た
が
、
調
査
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
遺
構
が
そ
れ
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。 

 

本
佐
倉
地
区
は
、
こ
の
よ
う
な
館
跡
の
外
、
寺
院
の
多
い
と
こ
ろ
で
、
現
在
も
経
胤
寺
・
妙
胤
寺
・
清
光
寺
・
吉
祥
寺
の
四
寺
が
あ
る
。

こ
の
外
に
廃
寺
と
な
っ
た
寺
が
八
か
寺
も
あ
る
の
は
こ
の
地
に
有
力
家
臣
団
が
居
住
し
、
菩
提
寺
と
し
て
建
立
し
た
関
係
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
る
。 



 

上
本
佐
倉
字
上
宿
に
、
東
西
約
四
〇
メ
ー
ト
ル
、
南
北
約
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
遺
構
が
現
存
し
て
い
る
。
周
囲
を
土
塁
で
囲
み
、
東
と
西

側
に
空
堀
が
残
り
、
北
と
南
側
に
は
腰
郭
を
設
け
て
い
る
。
虎
口
を
東
側
に
置
き
、
横
矢
を
構
え
防
禦
を
固
め
て
い
る
。
北
東
側
一
段
低

い
位
置
に
も
、
土
塁
と
空
堀
が
見
ら
れ
た
が
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
。 

 

下
台
字
裏
畑
に
も
、
南
北
七
〇
メ
ー
ト
ル
、
東
西
四
五
メ
ー
ト
ル
の
遺
構
が
残
さ
れ
て
い
る
。
東
と
西
側
に
腰
郭
を
、
北
と
西
側
に
は

土
塁
と
空
堀
を
設
け
、
横
矢
の
構
え
を
も
つ
館
で
、
突
出
し
た
台
地
に
構
築
さ
れ
て
い
る
。 

 

そ
の
他
の
館
跡 

 
本
佐
倉
城
の
西
方
に
当
た
る
佐
倉
市
将
門
町
や
大
佐
倉
に
も
、
屋
敷
等
が
置
か
れ
て
い
た
よ
う
で
、
将
門
町
に
根 

小
屋
の
地
名
が
あ
る
。
京
成
電
鉄
の
軌
道
よ
り
南
側
、
大
佐
倉
の
台
地
上
に
妙
見
山
と
呼
ば
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、

妙
見
の
祠
の
跡
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
付
近
に
城
館
跡
が
見
ら
れ
る
と
、『
古
今
佐
倉
真
佐
子
』
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ま
は
開
発

さ
れ
て
そ
の
遺
構
は
見
ら
れ
な
い
。
大
佐
倉
字
花
輪
の
台
地
上
に
、
周
囲
よ
り
二
メ
ー
ト
ル
位
高
く
な
っ
て
、
土
塁
と
空
堀
を
設
け
た
小

遺
構
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
よ
り
北
方
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
、
浪
人
屋
敷
と
呼
ば
れ
る
跡
が 

あ
る
が
、
主
要
部
は
採
土
に
よ
っ
て
消
滅
し
て
い
る
。
地
表
面
よ
り
一
メ
ー
ト
ル
天
地
高
い
四 

角
い
土
檀
と
土
塁
の
痕
跡
が
残
る
位
で
あ
る
。
花
輪
の
台
地
上
か
ら
は
、
本
城
は
勿
論
の
こ
と 

印
旛
沼
を
眼
下
に
望
む
位
置
で
あ
り
、
古
く
か
ら
沼
の
河
岸
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
浜
宿
河
岸 

と
、
前
面
の
沼
を
監
視
す
る
役
目
を
も
つ
、
一
種
の
城
塞
設
備
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。 

  
 

 

三 

岩
橋
城
跡 

岩
橋
城
の
郭
配
置 

 

城
は
下
岩
橋
字
城
山
に
あ
る
。
京
成
電
鉄
宗
吾
参
道
駅
北
方
に
半
島 

状
に
突
き
出
て
い
る
。
比
高
に
二
〇
メ
ー
ト
ル
余
り
の
台
地
上
に
、 

良
好
な
状
態
で
遺
構
が
現
存
し
て
い
る
。
郭
は
南
北
七
五
メ
ー
ト
ル
、
東
西
五
〇
メ
ー
ト
ル
の 

方
形
で
、
郭
内
か
ら
一
～
一
・
五
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
を
も
つ
土
塁
が
四
方
に
築
か
れ
て
い
る
。 



北
側
に
空
堀
東
と
南
側
に
腰
郭
を
配
し 

て
、
西
側
は
崖
と
な
っ
て
い
る
。
東
側 

の
土
塁
中
央
部
は
、
○イ
、
○ロ
の
二
か
所 

開
か
れ
て
い
る
が
、
○ロ
の
位
置
は
作
業 

用
と
し
て
後
世
に
開
か
れ
た
も
の
と
思 

わ
れ
、
○イ
の
位
置
が
虎
口
と
し
て
使
用 

さ
れ
て
い
た
。
虎
口
の
前
面
は
、
一
メ 

ー
ト
ル
位
低
く
平
と
な
っ
て
、
こ
こ
か 

ら
北
と
南
側
の
腰
郭
に
向
け
て
横
矢
が 

か
り
と
な
っ
て
い
る
。 

北
側
の
空
堀
外
方
は
、
ゆ
る
や
か
な 

傾
斜
地
で
あ
る
が
、
外
郭
と
し
て
使
用 

さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
東
側
に
腰
郭 

の
構
え
が
残
り
、
北
東
方
の
道
路
の
開 

け
て
い
る
辺
り
に
は
、
木
戸
坂
と
か
東 

門
と
呼
ば
れ
る
地
名
が
伝
え
ら
れ
て
い 

る
。
南
側
の
腰
郭
は
、
幅
五
メ
ー
ト
ル

位
で
高
さ
一
メ
ー
ト
ル
弱
の
土
塁
が
残
る
。
○ハ
は
坂
虎
口
と
な
っ
て
い
る
。 

 

岩
橋
城
と
岩
橋
殿 

 

西
側
の
崖
を
一
〇
数
メ
ー
ト
ル
下
る
と
、
古
屋
敷
と
呼
ば
れ
て
い
る
跡
が
あ
り
、
井
戸
跡
も
認
め
ら
れ
る
。
城 

の
関
係
者
の
屋
敷
地
と
思
わ
れ
、
南
側
腰
郭
か
ら
、
こ
れ
を
結
ぶ
通
路
が
見
ら
れ
る
。
岩
橋
城
の
城
主
を
伝
え



る
文
献
史
料
は
な
い
が
、
本
佐
倉
城
を
築
城
し
た
輔
胤
が
、
千
葉
介
と
な
る
以
前
岩
橋
殿
と
称
さ
れ
て
、
こ
の
岩
橋
城
に
居
城
し
て
い
た

と
推
定
さ
れ
る
。
本
佐
倉
城
と
と
も
に
、
良
好
な
状
態
で
遺
構
が
保
存
さ
れ
て
い
て
、
当
地
方
と
し
て
勝
ち
あ
る
城
跡
で
あ
る
。 

 
四 
上
岩
橋
城
砦
跡
群 

殿
辺
田
城 

 
上
岩
橋
の
台
地
に
は
、
殿
辺
田
城
・
重
右
衛
門
屋
敷
・
城
ノ
越
砦
そ
の
他
の
遺
構
が
連
な
り
、
妙
見
社
も
二
社
祀
ら
れ
て
、

千
葉
氏
と
の
関
係
の
深
い
こ
と
が
窺
え
る
。 

 

殿
辺
田
城
は
、
国
鉄
成
田
線
や
道
路
に
よ
っ
て
切
断
さ
れ
て
い
る
が
、
妙
薬
寺
前
の
台
地
が
南
に
延
び
て
い
る
先
端
部
、
ト
ラ
フ
山
と 

呼
ば
れ
る
比
高
二
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
に
そ
の
遺
構
が
あ
る
。
南
北
三
五
メ
ー
ト
ル
、
東
西
七
〇
メ
ー
ト
ル
の
郭
を
本
郭
と
し
て
、
北
側
に 

空
堀
を
隔
て
て
二
郭
が
あ
っ
た
が
、
採
土
に
よ
っ
て
主
要
部
は
消
滅
し
て
、
わ
ず
か
に
本
郭
か
ら
北
東
方
に
四
〇
メ
ー
ト
ル
程
延
び
る
土 

塁
が
残
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
本
郭
内
に
は
、
北
側
に
土
塁
の
一
部
と
北
東
隅
の
物
見
台
が
残
る
程
度
で
あ
る
。
東
と
南
側
に
は
腰 

郭
を
配
し
て
、
西
側
か
ら
北
側
に
空
堀
が
見
ら
れ
る
。
道
路
と
国
鉄
軌
道
の
間
の
台
地
に
も
、
土
塁
の
痕
跡
が
見
ら
れ
る
の
で
、
城
域
と 

し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
城
は
上
岩
橋
城
砦
跡
群
中
、
最
も
要
害
性
の
高
い
城
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
破 

壊
が
進
ん
で
お
り
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。 

 

重
右
衛
門
屋
敷
と
城
ノ
越
砦 

 

重
右
衛
門
屋
敷
は
、
妙
楽
寺
を
建
立
し
た
千
葉
氏
一
族
木
村
氏
の
城
跡
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か 

し
、
一
部
の
土
塁
と
腰
郭
を
残
す
だ
け
で
、
宅
地
造
成
に
よ
り
破
壊
さ
れ
て
い
る
。
南
側
腰
郭
に
妙 

見
の
祠
が
あ
る
。 

 

城
ノ
越
砦
は
、
上
岩
橋
台
地
の
最
北
端
に
当
る
、
比
高
十
数
メ
ー
ト
ル
余
り
の
半
島
状
台
地
先
端
部
に
あ
っ
た
。
台
地
側
を
掘
切
り
に

よ
っ
て
区
切
っ
て
、
独
立
大
地
状
に
し
た
単
郭
で
、
帯
郭
を
構
え
た
遺
構
が
見
ら
れ
た
が
、
こ
こ
も
採
土
に
よ
っ
て
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
。 

 

こ
の
外
、
駒
形
神
社
西
南
方
に
位
置
す
る
元
妙
見
と
伝
え
る
地
に
も
、
土
塁
と
空
堀
の
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
遺
構
が
あ
る
。
ま
た
妙
楽

寺
裏
山
に
も
土
塁
に
囲
ま
れ
た
遺
構
が
認
め
ら
れ
る
な
ど
、
上
岩
橋
は
中
世
遺
構
の
多
い
地
区
で
あ
る
。 



 
 

 

五 

そ
の
他
の
城
砦
跡 

 
そ
の
他
、
酒
々
井
町
内
に
は
、
飯
積
区
の
清
宮
屋
敷
、
墨
区
の
要
害
城
、
伊
篠
区
等
に
城
砦
跡
が
あ
る
と
、『
郡
誌
』
そ
の
他
の
文
献
に

記
載
さ
れ
て
い
る
。
清
宮
屋
敷
と
伝
え
る
付
近
は
、
人
家
及
び
畑
地
と
な
っ
て
変
貌
し
て
い
る
た
め
断
定
は
困
難
で
あ
る
。
或
い
は
、
堀

之
内
と
呼
ぶ
辺
り
が
そ
の
跡
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
要
害
城
は
、
墨
字
戸
城
の
通
称
り
ゆ
う
が
い
と
呼
ぶ
畑
地
が
城
跡
で
あ
っ
た
こ
と
は

間
違
い
な
い
が
、
虎
口
と
見
ら
れ
る
辺
り
に
、
空
堀
の
一
部
が
残
さ
れ
て
、
横
矢
を
構
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
程
度
で
あ
る
。
伊
篠
区

に
は
千
葉
氏
の
有
力
武
将
、
粟
飯
原
氏
の
拠
点
が
置
か
れ
て
い
た
と
文
献
に
見
ら
れ
る
が
、
遺
構
の
確
認
は
出
来
な
か
っ
た
。 

 


